























そして、古代国家は、 宝字四 六〇 までに陸
奥守を介して運京された計一〇四四六両もの金を用 て、廬舎那仏 完成させた（ 『東大寺要録』 ） 。この は 敬福の報告ののち十一年間、一年につき九〇〇～一 〇両の金が陸奥から貢納されていたことを示し、産金が順調に










害されたのち、坂上田村麻呂を征夷大将軍 据えて反撃に転じ、 胆沢 首長・アテルイを降服させ、 胆沢城を造営する。





























































































具の模倣であろう。陸奥国にも、早い段階で仏教文化が伝播し、官衙周辺 寺院では、都や関東から僧を招い 、読経など様々な儀礼が行われていた。彼らが、東北支配の拡充の重要な担い手であったことは想像 難くな 。丸子連宮麻呂は、そうした僧たちと密接な関係をもったのではな





























二十には、上総国朝夷郡上丁丸子 大歳の歌が載せられている。また、考古学の成果を参照する 、海道地方の東松島市矢本横穴群は、玄室 形態が上総方面の横穴墓と似ている。牡鹿郡家といわれる東松島市赤井遺跡では、関東の












ると、両者の上総方面とのつながりは捨てがたい。ここでは、何らかの使命を帯びて上総から した集団と て、一括して丸子氏と捉えたい。彼・彼女 の移住の年代は、大宝律令の制定を遡る七世紀前後 考え れる。　
すなわち、丸子氏は〈史料１〉の丈部大麻呂と同じ上総
















































できる。彼は、大伴部直などの太平洋沿岸に進出した勢力との交易によって 副葬品を入手した であろう。 ち文献史料になるが、この地域 は「夷語」を話す集団が居住していた （ 『日本後紀』 延暦十八年 （七九九） 二月乙未条） 。



































首長と親族関係を結んだ可能性もある。のちの時代に るが、この地の有力首長には、上毛野胆沢公という姓が与えられている （ 『続日本後紀』 承和八年 （八四一） 三月癸酉条） 。　
これら三例は、 「夷」や「粛慎」 「蝦夷」などの現地の勢
力と戦闘に及んでいる点で共通 。彼らの遠征の目的が交易であり、その成否は戦闘の危険性を孕んでいた。太平




洋側に進出した押人や形名は、昆布・漆・琥珀などの豊かな資源を欲したのであろう。また それぞれの進出した土地に本州の人たちが営む墓制が伝播していることも興味深い。 「大伴部直―押人 先祖」 「比羅夫―陸奥蝦夷」など、同行したものが土着し、在地首長と親族関係を結んだ。土着したものの役割は、特産物の取立てや運搬であろう。ともあれ、七世紀前後の有力地方豪族の活動を通して 倭王権の北方交易の形態が確立されていった である さらにいえば、 遠征する側にとって最も重要なことは、 交易によって特産物を獲得することであった。そのためには現地の人々の生産活動こそ大切なもので、彼・彼女ら 生業の転換を迫ることはなかった。　
では、丸子氏の目的も同様に交易なのであろうか。とり











平野では、柵や郡家の前身施設が次々と造られた。のちの柵戸にあたる移住者は、自らの出身地から大量の土師器を持ち込み、集落を営んだ。官衙の形成と大規模な移住者という特徴は、明らかに道央低地帯や北上川流域・三陸沿岸とは異なっている。まさに、 「開発」 と称して過言ではない丸子氏 、交易を行うの なく、移住者 先頭に立ち、開発を促進したのであろう。そうした行動は、大崎平野に新たな産物を生み出すこと なる。　
八世紀初頭、古代国家は、凡海麁鎌を冶金のために陸奥
国へ派遣している（ 『続日本紀』大宝元年（七〇一）三月


















丸子氏の地盤の海道地方に赴いたと考えられる。さらにいえば、都にも、遅くとも七世紀後半には、陸奥において砂金が採れるという情報が入っていた であろう。その情報源は、丸子氏の報告の蓋然性が高い 要するに、彼・彼女らは、産金活動のために移住・地域開発を行ったのである。そして、金探査の活動 、八世紀中葉になり結実し、陸奥国府や都・関東から 技術者とも一体とな 、砂金洗取から冶金までの方法が確立され 。九〇〇両 いう の献上と〈史料１〉に登場する人物の授位は、大崎平野の到達点を示している。　
ところで〈史料２〉は、押人のように、先祖の出自が関
東以南の人々でも、蝦夷や俘囚となることがある点でも関心を惹く。一方、丸子氏は公民であった可能性 高 。八世紀代に、 「連」姓を った人物が蝦夷・俘囚 把握された例はない。また、小田郡・牡鹿郡のほかにも 安積郡・富田郡・遠田郡など陸奥国広範囲に分布する。三陸沿岸交通によって、爾薩体や宇漢米といった北の集団ともか わ






流やもともとの出身である上総からの技術者の招聘 通して、かなり詳しい金に関する知識を習得し おり、天 産金にはなくてはならない活躍をした 彼・彼女ら 小田郡・牡鹿郡 移住・定着したときから、在地勢力と良好な関係を築き、大崎平野の開発に積極的に乗り出していた。すわち、 現地の人々が産出する特産物を求めた交易で なく、自らが金資源を開発するために移住したの っ しか














藤原仲麻呂に荷担する有力な武人として名を馳せ いた（ 『続日本紀』 天平宝字元年 （七五七） 七月庚戌条） 。 こ とき、仲麻呂と敵対する橘奈良麻呂は、陸奥按察使・大伴古麻呂陸奥守・佐伯全成と提携していた。天平勝宝八歳（七五六）




度は仲麻呂が丸子（牡鹿連）氏の基盤へ進出し、産金を握ろうとしたのである。ところが 都では、仲麻呂と孝謙上皇との関係が悪化し、孝謙のブレーンとして道鏡が出現する。やがて表面化した対立は 道鏡が勝利 。嶋足は、対立の過程で道鏡に転じ、仲麻呂が叛旗を翻した際に 中














ここ も 鞍替えし、政権を渡り歩いた嶋足の様子が見てとれる。こう て、八世紀後半の都の政争 振り返ると嶋足 そのバックで産金の利権を握る丸子（牡鹿連）氏が権力者にとっても大きな存在で そ 去就が の一端を左右したこ を示唆する。















嶋へ、いわばランクアップするものがいたことを表している。ともかく 道嶋氏は、 「陸奥大国造―陸奥国造」という嶋足と三山のラインによって、都と陸奥国の間に丸子氏時代よりもさらに太いパイプを築いたのである。しかも、三山は、山道地方の伊治城造営にかかわって従五位上に昇格している（ 『続日本紀』神護景雲元年十月辛卯条） 。道嶋氏は、これまでの海道だけでなく、山道から北上川流域へも進出していたの あ 伊治城 胆沢方面をターゲットとした征夷の前線基地としても利用された（ 『日本後紀』延暦十五年（七九六）十一月戊申条） 。胆沢の背後













によって、産金や運京は滞ったのであろうか。しかし、金は、嶋足の都での躍進や征夷と連動するので、停滞したとは考えにくい。そこで、運京が誰 手によってなされか問題となる。ただし、調庸 はないので、陸奥守の手ではない可能性が高い。む ろ、運京 「国造―大 造」道嶋氏ラインで行われたのではないか。おそらく、嶋足出世以前の丸子 （牡鹿連） 氏の役割は あくまでも砂金採集・洗取などが中心であったろう ところが 仲麻呂・道鏡をめぐる政変の過程で、金の利権をめぐって、陸奥 有力






された人々の公民化の動きに尽力す こののち胆沢 めぐる攻防戦において、陸奥南部の首長層が征夷軍 一翼として出陣する （ 『続日本紀』 延暦八年 （七八九） 六月甲戌条 。つまり、嶋足の尽力は、 となることと交換に、軍事動員を促すものであっ 。しかも 調庸貢金制 停止されていたので、公民となった人々が採金活動に従事することはなかった。　
それでは、産金や運京に直接かり出されたのは誰であろ
うか。都で嶋足が最も力をもった七六〇年代から七七〇年代にかけて、蝦夷が上京朝貢している。道鏡政権では、元日朝賀 参列させ、緋袍 与えるなど、朝貢をことのほか喜び、自らの主催する儀礼 なかに組み込む（ 『続日本紀』
















て宇漢米・爾薩体に至る太平洋沿岸交通や陸奥南部の首長層の軍事動員、 蝦夷・俘囚を使役し 産金 朝貢など、 道鏡・光仁政権を特徴づける東北政策に大き 役割を果たした。そして、それを支えたのは、陸奥国造・三山のような現地の道嶋氏のバックアップであろう。とすると 「陸奥大国造―陸奥国造」という役職は 陸奥国府単独では、これらの政策を遂行できなかったために生まれた 思われる。嶋足は、陸奥守を上回る地位として、陸奥大国造の役職を自






































































































































作業は、 造瓦技術を使って行われ はないか。従って、造瓦・冶金などによって、大崎平野周辺 森林は、燃料の調達のために、盛ん 伐採されていたはずである。こうした山野はもとも 暮らしていた蝦夷・俘囚たちの生業の場であった。 彼・彼女らは、 自然神 対する信仰をもっており、山野の景観は生活と不可分 ものである。そもそも、砂金の採れる河川も信仰 対象であろう。つまり、 の地の蝦夷・俘囚たちは、産金のための開発によって、もともとの生業・精神文化を脅かされていた。　
こうして、広純から冷遇され、大盾から差別され、自ら
の住む土地の環境を壊され 呰麻呂は、かえって蝦夷・俘



















































崎平野・湯の倉産黒曜石は、続縄文文化の生業 必須なラウンドスクレイパーの原材料 して、北方世界 輸出され

























































































のなかに、牡鹿連・丸子へ逆戻りしたものが存在し 。しかも、彼らは 俘囚として活動していた。こ ことは、在地社会のなかの根強い道嶋アレルギーとともに、呰麻呂の乱をきっかけに盛り上がった蝦夷・俘囚のアイデンティティが、征夷の終焉後も消えることなく、上昇していたことを示していよう。
　
ところで、九世紀の陸奥の産金地で著名なのは、白河郡




坂上清野（ 『日本文徳天皇実録』嘉祥三年（八五〇）八月己酉条） 、鎮守将軍・坂上正宗（ 『続日本後紀』承和十三年（八四六）二月壬午条） 、 鎮守将軍・坂上当宗（ 『続日本後紀』嘉祥元年（八四八）九月辛巳条） 、陸奥守・坂上当道 『日本三代実録』貞観元年（八五九）正月十三日条） 、 鎮守将軍・坂上高道（ 『日本三代実録』貞観元年正月十六日条） 、権介・坂上好蔭（ 『日本三代実録』元慶二年（八七八）四月二十二日条）など、陸奥国の有力官人に坂上氏が就任し






ている。坂上苅田麻呂は、道嶋嶋足の授刀衛時代の上司であった。その子の田村 御楯らとともに征夷を推進している。つまり、坂上氏と道嶋氏は、極めて親密な関係をもっ た しかも は、東漢氏出身の渡来人であった。気仙・胆沢地方の産金は、坂上氏と道嶋氏後裔の牡鹿連氏との間で展開した であろう。交易雑物としての金 運京は、陸奥国の有力官人であった坂上氏の手によっ なされた。 だし、三五〇両という産出量 天平産金・年間九〇〇両には うてい及ばない。従って上と牡鹿連を中心とした金鉱開発に限界があっ のか、あるいは王臣家などの私交易が活発に行われており、国府を介さない運京があったのか、 どちらの可能性も考えられる。古代国家は、産金量の増大・運京システムの安定を図るために、テコ入れを行う必要が生じてい　
さて、時期が下って十一世紀中葉、源頼義・義家親子と









郡本吉、鎮守府将軍の金は磐井郡の栗駒山麓 奥六郡の西和賀や江刺で産出されたものであろう 産の金は、帰国する宋人に支給された（ 『小右記』天元五年 九八二）三月二十六日条） 。入宋した奝然は、皇帝と やりとりなかで、日本の風土の特徴の一つに陸奥で金が採れるこを伝えている（ 『宋史』日本伝） 。大宰府における貿易決済にも、それまでの綿などの管内の官物から陸奥産の金が用
































































反面、承和遣唐使を支えた産金地の白河郡には 高句麗系渡来人の子孫の狛造智成らが居住 いた（ 『続日本後紀』承和十年（八四三）十一月庚子条） 。新羅 かつての高句麗ともその後継国 渤海とも敵対関係にあっ 。 従っ 、白河郡など陸奥南部に新羅人を移住させることは考えにくい。とすると、天長元年の は、征夷によって新たに獲得した気仙・胆沢地方に遷され、金鉱開発など あたたのではないか。〈史料
（0〉	 『日本三代実録』貞観十二年（八七〇）九月十五日条






































このとき諸国に移配された新羅人は、 貞観十一年（八六九）に博多津で貢綿の官船を襲撃した新羅海賊であった（ 『日本三大実録』貞観十二年二月二十日条） 。 〈史料
（0〉の登場






























































技能を有していたはずである。もちろん、交易者として金の価値も認知 であろう。彼らは、移配された当初から、気仙地方の豊富な金資源を目の当たりにしたに違いない。瓦造りを伝えるだけでなく、復興 象徴の産業として金鉱開発 プロジェクトを立ち上げたのではないか。しかも、大崎平野 天平産金 例でみたように、高温処理という点において、造瓦と冶金は密接な関係をもっていた。このプロジェクトを遂行するにあたり、道嶋氏の後裔の首長の牡鹿連氏と良好な関係を築くことは不可欠であっ ろう。そうした努力が実を結び、やがて十世紀以降、陸奥における金の産出量は大きく高まり 国際的にも評価されることにな 。金氏 淵源は 天長元年と貞観十二年に陸奥国へ移配された新羅人に辿れ、震災復興などにも関わりつつ、産金の利権を握り、成長していったのである。　
ところで、金氏の活躍と同時期、八戸市林ノ前遺跡、青

























つけた道嶋（丸子・牡鹿連）氏に注目して、東北古代史上のデビューからの躍進 在地社会と 軋轢・没落後の動向などから、征夷との関係に触れつつ、陸奥産金 歴史的実態に迫った。
　
丸子氏は、もともと上総の出身で、七世紀前後に大崎平
野の産金に伴う開発のために、小田郡・牡鹿郡に移住した。そして、在地の勢力とも良好な関係を築いたので、公民として把握された。天平産金は、陸奥国府の主導のもと 丸子氏が都や関東からの渡来系技術者などを受け入れ、配下の人々を動員 た結果、実現した であった。　
八世紀中葉、都へ出仕した丸子嶋足は、金の利権をバッ
クに中央政界での政争のキーマンとなる。その結果 嶋足は、牡鹿連さらには道嶋を賜姓され、やがて陸奥大国造となり、陸奥守を上回る位階を手にし、産金を一手に掌握する。その影には、直接、蝦夷・俘囚を使役し、産金を指揮する陸奥国 道嶋氏のフォロー あっ 。こう て道嶋氏は、国府・鎮守府の機構 なか 深く入り込むが その反動で在地社会との間に軋轢が生じる。 そう 状況のなか、伊治呰麻呂を筆頭に、在地の人々は蝦夷・俘囚のアイデンティティを萌芽させ、 反乱を起こす。 呰麻呂の乱は、 北奥羽・渡嶋を含めた北方社会全体に動揺を生み、古代国家の産金体制を大きく揺るがした。道嶋氏への反発を押さえない限り、産金体制は綻びたままであった。　
道嶋氏は、こののち繰り返された征夷によっても、蝦夷・
俘囚からの支持 取り戻せず、やがて没落していく。九世
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